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国際関係学部公式 Instagram。
Instagramでしか発信できない本学の日常や沢山の魅力を配信しています。 
学生インフルエンサーも活躍中！
「フォロー＆いいね」をお願いします。

国際関係学部TOPICS
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日本大学国際関係学部長

渡邊 武一郎

学部長ご挨拶

日本大学三島後援会奨学金（第１種）秋期
募　集：10月の予定
対　象：他の学内奨学金の給付を受けていない者で、自

宅通学が不可能な地域からの下宿学生及び遠隔
地域からの新幹線定期券通学の学生

給付額：120,000円
なお、第１種春期の採用者であっても再申請可能
です。
詳細は、学生課（055-980-1901）に確認して
ください。

　本学部では、さくら連絡網にご登録済みの保護者の皆様
へ原則毎月一度、大学から情報を発信しております。ご登
録いただきますとLINE等で情報を受け取ることが可能と
なります。未登録で新規登録をご希望の場合は、庶務課
（055-980-0801）へお問い合わせください。
▶配信内容例
　「台風接近による荒天が予想されるので、令和〇年〇月
〇日の講義は休講します。」
　「令和〇年〇月〇日に成績発送を行いますので、ご確認
をお願いします。」
　「本学部〇〇部が、全国大会へ出場します。引き続き、
ご声援の程よろしくお願いします。」

三島キャンパス 告知板

後学期の奨学生募集 保護者配信メール（さくら連絡網）未登録者の皆様へ

　まだまだ暑い日が続きますが、学生の皆さんは毎日元気に大学生活を過
ごされていることと思います。これから秋にかけてキャンパスの木々も色
付き始め、富士山も美しく白化粧する季節へと向かいます。
　今年度は三島キャンパスも新型コロナウイルス感染症の流行前の状態に戻
り、開講式も通常どおりの形態で実施することができました。キャンパスが学
生の皆さんで賑わう日常を取り戻し、当たり前の毎日の有難さを感じています。
　令和6年度は国際関係学部に591名、短期大学部ビジネス教養学科に56名、
食物栄養学科に67名、専攻科食物栄養専攻に19名、大学院国際関係研究科
には 9名、更には、三島高等学校に510名、三島中学校に46名と、三島キャ
ンパス全体で1,298名の新入生を迎えることが出来ました。キャンパスで学
ぶ全ての生徒、学生、大学院生を合わせると4,735名となります。
　国際関係学部では今年度から新たに、英語科教育法の栗原ゆか先生、哲
学の大沢啓徳先生、日本語・日本語教育の池田聖子先生をお迎えしました。
学際的に幅広く学べる国際関係学部として、これまで以上に学生の皆さん
の学びを支えていきます。
　国際関係学部では学生の海外交流をこれまで以上に推進すべく、新たに
アジア最古の大学の一つであるフィリピンのサンカルロス大学と協定を締
結しました。また、フィリピン中央大学との協定ではティーチングインター
ンシップの派遣も可能となりました。さらにアメリカ・カリフォルニア州
のマーセッドカレッジとの協定では、国際関係学部に加えて短期大学部（三
島校舎）とのダブルディグリーが修得できます。今後も学生の皆さんが世
界の様々な国々を訪れ、異文化交流の素晴らしさ・難しさを身をもって体
験できるチャンスを増やしたいと思います。
　国際関係学部では学生の皆さんの修学意欲、好奇心により一層応えるべ
く、教職員が一丸となりサポートすることを約束します。
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新任教員の紹介

①日本語教育、異文化間教育

②留学生の日本語科目及び日本語教員養成プログラムを担当し
ています。これまでに行ってきた研究では、外国籍の方々が
日本で社会生活を営む上で、どのような困難や葛藤があるか
を明らかにし、必要なサポートについて検討してきました。
昨今、日本国内における在留外国人数は過去最多となり、日
本語教育のニーズはますます高まっています。日本語教育を
通して、グローバル化する社会に貢献していきたいと考えて
います。

③私は大学の時に日本語教育に興味を持ち、その後少し回り道
をして、今の仕事にたどり着きました。大学時代のいろいろ
な体験や人との出会いが今の自分の人生に大きく影響してい
ます。みなさんも広い視野を持ち、様々な経験をして、充実
した大学生活を送ってください。

①カール・ヤスパースを中心とした実存哲学
　柳宗悦の民藝思想並びに民藝の今日的可能性の探求

②はじめまして。東京から来ました。最初に新幹線で三島駅に
降り立ったとき「空気が違う！」と思いました。哲学・倫理・
宗教といった、思想系の科目を担当します。よろしくお願い
します。

③「哲学は何の役に立つのか？」と聞かれることがあります。
答えは「役に立ちません」。そもそも「役に立つ＝価値がある」
なのでしょうか。むしろ「役に立つ・立たない」を超えたと
ころに、人間にとって本当に大切なものがあるのではないで
しょうか（たとえば愛）。哲学が問うのはその次元になります。
でもそれが結果的に自分を豊かにしてくれるのであるなら
ば、やはり「哲学は大いに役に立つ」とも言えます。

①教師教育、英語教育
②はじめまして。私は英語教師の学びの過程を教員研修を通し
て研究しています。特にヴィゴツキーの社会文化理論から，
英語教員が教員研修で学んだスキルや理論を学校現場の状況
に合わせながらどのように自分のものとして授業に生かして
いるのか，について研究しています。大学の教員になる前は，
地元の高校で英語教員をしていました。その後、北米の大学
院で教師教育の勉強や研究をしました。母校である日本大学
国際関係学部で教えることができることをとても嬉しく思っ
ています。
③皆さんは海外留学にどのようなイメージがありますか。私に
とって大学時代に経験した米国での短期留学は，自分の進路
の方向性が定まった大切な機会となりました。英語で思うよ
うに気持ちを伝えられずに帰国したため，その後ラジオ講座
を利用し英語を猛勉強しました。また，帰国後高校の英語教
員になる決心もしました。米国での経験がなければ今の自分
は存在していないだろうと思います。大学時代は色々なこと
が経験できる時期です。国際関係学部は留学をはじめ様々な
学びの機会が提供されていますので，実際に足を運び自分で
経験してみてください。あなたの将来や人生に大きな影響を
もたらすような機会となることでしょう。

国際関係学部
国際総合政策学科

准教授　池田 聖子

国際関係学部
国際教養学科

准教授　大沢 啓徳

国際関係学部
国際教養学科

教授　栗原 ゆか

新任紹介
令和 6 年度は、以下のとおり、新たに 3名の先生
をお迎えしました。

国際関係学部
▶ 国際総合政策学科 � １名
▶ 国際教養学科 � ２名

①研究テーマ

②自己紹介

③学生へのメッセージ
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市民公開講座を開催します

三島市観光協会とのパートナーシップ協定を締結しました！

　国際関係学部・短期大学部（三島校舎）では、毎年 ２ 回、近隣の住民を対象とした市民公開講座を開催しています。この公開
講座は、本学部所属の教員を中心とした講師陣による講座であり、統一テーマに沿った講座を受講料無料で開講しているものです。
地域貢献の一環として、その歴史は古く、昭和５９年度から４０年間続けています。
　今年度の上期講座（ ６ 月）は、「スポーツ文化とフランス文化を知ろう～パリオリンピック・パラリンピック開催を前にして～」
をテーマに、本学教員 ４ 名が講演しました。受講された皆さんにはオリンピックの応援に熱が入るとともに、スポーツ競技や文
化の話を通じてフランス人の考え方やフランス社会を少しでも知る機会になったことでしょう。
　１１月の下期講座では，「国際情勢を考える」をテーマに、 ４ 名の講師にお話しいただく予定で準備を進めています。日時、申
込方法などの詳細は学部ホームページに掲載しますので、お時間がございましたら大学に足をお運びください。皆様のご来場を
お待ちしております。

　日本大学国際関係学部・短期大学部（三島校舎）は、一般社団
法人三島市観光協会と観光振興の産学連携事業に係るパートナー
シップ協定を締結することとなりました！三島市の観光振興に寄
与することを目的とし、連携内容は、三島市を着地とする旅行の
企画・運営に関すること、その他観光振興に寄与する事業となり
ます。本学の学生が主体となって、三島市の観光振興の活性化を
目指していきます。
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国際関係学部国際総合政策学科より

　鈴木ゼミナールで取り組んでいる活動の一つがフェア
トレードです。フェアトレードの仕組みを学び、フェア
トレード製品を購入することで、生産者と顔を合わせる
ことはないものの、「こちら側の世界」に住む私たちが「向
こう側の世界」とつながることができます。現状を知っ
た上で製品を選ぶことが出来る「賢い消費者」になるた
めに、どこの国のどんな人が作ったのか、どんな環境で
どんな思いで作られたのか、事例分析やワークショップ
を通じて学んでいます。２０２４年 ３ 月に海外実習としてイ

国際総合政策学科　教授　鈴木 和信
ゼミナール活動について

国際関係学部国際教養学科より

学外研修（ブロードウェイ・ミュージカル鑑賞）

　２０２４年 ７ 月 ６ 日㈯にブロードウェイ・ミュージカル鑑賞
として『天使にラブソングを…～シスター・アクト～』の
学外研修を実施しました。学外研修は、学生たちがキャン
パスを飛び出し、直接、国内外の文化に触れることで、異
文化理解や教養を深め、視野を広げる機会を提供していま
す。今回、東急シアターオーブでの公演は、大ヒットした
同名映画を舞台で再現したもので、ウーピー・ゴールドバ
ーグがプロデュースを手掛け、アラン・メンケンの音楽が
彩りを加えました。最新技術を取り入れた舞台美術ととも
に、アフリカ系アメリカ人やカトリック教会の文化を背景
に、情熱的な音楽、笑い、そして心温まるドラマが見事に
融合した作品です。黒人女性の力強いソウルフルな歌声が、
引きこもりがちで、自己表現の機会に恵まれなかった修道
女たちに、活力と希望を与え、最終的に全員で合唱する力
強い聖歌が、観客に勇気と希望を与えるミュージカルとな
っています。学生たちは字幕を見ながら、英語だけのセリ
フと音楽の世界に浸り、女性解放につながるアメリカのダ
イナミズムをライブで体験し、有意義な時間を満喫してい
ました。

国際教養学科　教授　松本 美千代

ンドネシアを訪問しました。エビ養殖場の視察やコーヒ
ー作り体験をしました。現在は、現地で生産されるヤシ
砂糖を使った商品開発に取り組んでいます。「向こう側の
世界」とつながることは自分を見つめ直すことにもつな
がります。自分に出来ることは何か？地域や社会の課題
にどのように取り組むか？持続可能な社会の実現にどの
ように貢献するか？これからも考え、出来ることを実践
していきたいと思います。
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短期大学部（三島校舎）ビジネス教養学科より

　 ７ 月の全国の平均気温は気象庁が１８９８年に統計を取り始め
てからの１２６年間で最も高かったことが報道されています。
以前から健康の ３ 本柱は睡眠、栄養、運動であるといわれて
いますが、前述のような気温下では熱中症にならないよう屋
外での運動を中止するといった判断をする必要があります。
　このような判断は健康に関する知識がなければできませ
ん。温暖化などの影響で環境が大きく変化している現代では
自身の健康に関する知識も更新していく必要があります。
　そこで本基礎ゼミにおいては、まず自身の興味のある健康
に関するテーマを設定します。その後設定したテーマに関す
る最新の知見を得るため論文や書籍を調べ、運動の実施や食
事のメニューを変更するなど知識を得るだけに留めずに実践
に移します。そして、その実践の記録を取り、授業の終盤で
はプレゼンテーションを用いて研究成果の発表を行います。
　本授業で多くの学生が自分自身の健康に関する知識を更新
することを体験し、生涯にわたる健康習慣を身に付けるきっ
かけをつかむことを期待しています。

基礎ゼミナール

自主創造の基礎

短期大学部（三島校舎）食物栄養学科より

 食物栄養学科では、講義の理解を深めるため、並行して
毎週 ５ ～ ６ 人の班で実験実習の授業が行われています。令和
６ 年度新入生は食物栄養学科最後の年で、来年度はこの学年
のみになります。
　そのため、今年は学生間の絆をより強めることを目的に「自
主創造の基礎」の時間では、いつものメンバーと異なる組み
合わせで、学内オリエンテーリングなどのグループワークを
行い、 ５ 月２０日（月）はドッジボール大会を企画し、食栄教員
と助手で手作りクッキーを賞品に用意しました。
　学生達は、班で作戦を立てながら、童心にかえって、和気
あいあいと９０分間汗を流して、楽しいひと時を過ごしました。
　
　定期試験は誰でも気がかりなことですが、高校までとは試
験方法が異なるのでみんな不安だったようです。
　また、短大は １ 年次から専門科目がびっしり入っている上、
後がないのでみんな真剣そのもの？！　大学での学びは自ら進
んで組み立て積み上げていくものなので、ひとつずつを大切
に、後学期も頑張って欲しいものです。

短期大学部（三島校舎）
食物栄養学科　准教授　篠原 啓子

短期大学部（三島校舎）
ビジネス教養学科　教授　岡野 雄司
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海外留学
　本学部の留学プログラムの特徴は、通算２年を上限として休学することなく留学できることです。休学とは異なり、留学期間
は修業年数に算入されるため、単位等の卒業要件を満たすことができれば、ほぼ全てのプログラムにおいて最短４年で卒業が可
能です。
　長期休暇期間に短期海外語学研修、ティーチング・インターンシップ・プログラム(TIP)、半年または１年かけて中期留学、
認定留学や学部派遣交換留学に参加する等、様々な方法があります。
　４年間での卒業を希望する場合は、あらかじめ綿密な履修・留学計画を立てる必要がありますが、留学を通して得るものは決
して小さくはないはずです。日本を飛び出して広い世界をのぞいてみませんか。

国際教育センター
C.I.E.L.D.(Center for International Education and Language Development)

TEL.055-980-0962　 E-mail：ir-cield1@nihon-u.ac.jp ※電話またはメールにてお問い合わせください。
窓口業務取扱時間：平日９時～１７時／土曜９時～１３時※夏季休暇中は取扱時間等が異なります。

お問い合わせ先

留学サポート 本学部では留学説明会や語学検定試験等を実施し、学生のサポートを行っています。

・留学相談窓口
・募集説明会
　本学部の留学制度を紹介する留学ガイダンスや
　プログラム別の募集説明会を実施
・参加者オリエンテーション
　参加決定者を対象としたオリエンテーションを実施
・留学体験者との交流会
・海外留学単位認定説明会
　単位認定希望者に説明会を実施

留学プログラム
・海外留学保険説明会
・海外危機管理セミナー
　海外渡航時の注意事項や身の守り方などを説明
・危機管理サポート
　本学部の留学プログラム参加者（一部除く）を
　対象とした危機管理 アプリを導入・活用

危機管理

・TOEFL®，TOEIC®説明会
・TOEFL ITP®，TOEIC®L&R IPテスト
　学部内で年に数回実施

語学検定試験

留学ガイドブックQR
詳細は留学ガイドブックをご覧ください。

令和６年度 国際関係学部 留学実績（予定）

国際関係学部派遣交換留学����������������������������６名
（アメリカ、スペイン、韓国、中国）

中期留学（アメリカ）���������������������������������� １名
認定留学������������������������������������������������ 25名

（アイルランド、アメリカ、オーストラリア、カナダ、
韓国、台湾、ニュージーランド、フィリピン）

ティーチング・インターンシップ・プログラム�����１名
（オーストラリア）

短期海外語学研修
トロント大学（カナダ）��������������������������������２０名
サラマンカ大学（スペイン）���������������������������７名
フライブルク大学（ドイツ）���������������������������１名
西カトリック大学（フランス）������������������������１名

慶熙大学校（韓国）��������������������������������������3名

合計　６5名

ティーチング・インターンシップ・プログラム（ニュージーランド）
国際教養学科 ３ 年 影山 琉羽 さん
　 2 か月間、ニュージーランドの中学生に英語を用いて、日
本語の授業を行いました。現地の先生方、生徒たち、そして
ホストファミリーのおかげで、語学力をはじめ、様々な面で
成長できました。また、生徒と一緒にマオリの文化を学んだり、
自ら授業を計画し、日本文化の魅力を伝えたりするなど、TIP
でしかできない経験をすることができました。そして、海外
の教育に触れることで、教師になりたいと改めて思いました。
TIP で出会った人々とのつながり、貴重な経験は私にとって
一生の宝物です。

＊令和６年度中にプログラムを開始した、または令和６年７月時点で開始予定の人数を含みます。
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　国際関係学部では、国際社会の各分野で活躍するための力を身に付ける学びを展開していることから、卒業生の就職先も多岐にわたっています。大学
新卒求人においては、業界や企業規模にかかわらず、主体的行動力やコミュニケーション能力に加え、「世界をどう見るか」という力が高く評価されます。
これらの力は、当学部が用意している各種のカリキュラムをきちんと学修すればおのずと身に付きますので、１年次から真剣に学修に取り組んでいただ
きたいと思います。短期大学部学生は、１年次から就職活動を開始することになるため、卒業後の進路を早急に決定し、学業に取り組む必要があります。
　コロナ禍以降、WEB を活用した選考方法が残存していますが、対面による選考の重要度が増しており、行動力や対面でのコミュニケーション
能力が強く求められています。また、企業の採用活動の早期化が進んでおり、低学年から就職活動を意識しておく必要性が増してきています。
就職活動を成功に導くには、日々の学生生活の中で着実に基礎力をつけていくことが重要であり、就職指導課では、個々の個性に合わせた相談
対応、支援活動を行っています。

■就職指導課のサポート
　就職指導課では、個別相談や履歴書・エントリーシートの添削指導、模擬面接などを通して皆さんの就職活動をしっかりサポート
しております。
　支援サイトの案内や求人紹介を行うほか、キャリア支援講座各種ガイダンスを実施しています。
　早い時期から就職指導課とつながりを持つことが、就職先決定の第一歩です。就職・キャリアや就職活動に関する不安や悩みがあ
りましたら、どのような事でも構いませんので、就職指導課までご連絡ください。
　また、キャリアカウンセラーが就職に関する相談や悩みごと、エントリーシートや履歴書などの添削や模擬面接などを対面形式（予
約制）で実施しています。
　予約は１回につき１枠（就職相談・書類添削・面接練習のいずれか）です。
　相談終了後に、次回の予約が可能となります。
　相談希望する学生の方は、事務取扱時間内に就職指導課窓口 ( 北口校舎２階 ) または電話予約 (055-980-1905) にてご連絡ください。

今後の就職活動（就職指導課長）

■後学期（９月以降）の就職・キャリア支援講座（予定）
日程 講座名
９／２６ 資格・公務員講座ガイダンス

９ 月下旬 自分自身のキャリアデザインを考える【VOD】
１０／３ 筆記試験の重要性とSPI模擬受検
１０／１７ 自己PRの書き方
１０／２４ 業界・企業・職種研究の仕方
１０／３１ エントリーシート（ES）の書き方
１１／ ７ これまでの自分を書く－自己PR編－
１１／１４ これまでの自分を書く－ガクチカ編－
１１／２８ 内定者との座談会
１２／ ５ これからの自分を書く―志望動機編－
１２／１９ 就職活動の準備と心構え
１２／２４ インターンシップの参加への準備について
１ ／２８ １日で体験！　選考体験講座

２ 月上旬 学内合同業界・企業研究会
２ ／ ６ 筆記試験対策（SPI）講座集中講座
２ ／１３ 就活直前就活総ざらい講座

２ 月下旬 夏のインターンシップに向けて今から準備しておきたいこと

■２０２３年度卒業生の進路状況・
主な就職先について（学部／短大）

進路状況（学部） 進路状況（短大）

その他
11％

就職
86％

進学
３％

進学
46％

就職
50％

その他
13％

学科別の就職状況（主な就職先）等については以下のリ
ンク先よりご確認ください。

【学部】 https://www.ir.nihon-u.ac.jp/career/ir-results/
【短大】 https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/career/

〜保護者の方へ〜

　今の時代の就職活動は一昔前の時代の就職活動に比べ、
就職活動の時期にも変化や個人差もあり、選考方法も多
様化しています。就職活動そのものが複雑になったこと
で、保護者の皆様にも現在の就職状況を把握し活動内容
をご理解した上で、より積極的にお子様と対話し、相談
に乗っていただきたいと考えております。
　「令和就活の現状と対策－保護者として押さえておくべ
きポイントは何か－」の動画２本（前編・後編）を作成し
ておりますのでご視聴いただき、お子様を支援する際の
一助にしていただければ幸いです。

https://youtu.be/4mLeLSVWZhs� ①【前編】（３３：２０）
https://youtu.be/tej2WBvc_XE� ②【後編】（３３：５２)


